
福岡県立大学 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：DP） 

 

領域 キーワード ポリシー 

知
識
・理
解 

DP1 
教養・健康に関する知識 

□ 文化の向上に貢献するための教養・健康に関する知識
を有している。 

DP2 
専門・隣接領域の知識 

□ 保健・福祉の増進に関する知識を有している。 
□ 専門領域に隣接する諸科学の知識を有している。 

思
考
・判
断
・表
現 

DP3 
論理的思考・判断力 

□ 保健・福祉に関する諸問題を専門的知識に基づいて論
理的に思考することができる。 

□ 社会の諸問題に対し、資料を収集・考察し、結論を見出
すことができる。 

DP4 
表現力 

□ 専門的知識に基づいて自らの考えを適切に他者に説明
することができる。 

関
心
・意
欲
・態
度 

DP5 
挑戦力 

□ 保健・福祉の増進に寄与するために主体的・意欲的に活
動することができる。 

DP6 
社会貢献力 

□ 問題解決に関わる専門分野のスキルを地域社会の発展
に活かすことができる。 

技
能 

DP7 
コミュニケーション力 

□ 異文化の人々と基本的なコミュニケーションを行うことが
できる。 

DP8 
情報リテラシー 

□ 基礎的な情報リテラシーを身につけている。 

DP9 
健康スキル 

□ 自らの健康を維持し高める基礎技能を身につけている。 

DP10 
専門分野のスキル 

□ 保健・福祉の増進に寄与するための専門分野のスキル
を身につけている。 

 

  



福岡県立大学 各学部の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー：DP） 

領

域 

キ
ー
ワ
ー
ド 

人間社会学部 看護学部 

知
識
・理
解 

DP1 
□ 福祉社会に貢献するための教養・健康に関する知

識を幅広く有している。 

□ 人間を理解するための学術的な幅広い知識を有し

ている。 

DP2 

□ 人間・社会に関する専門的知識を理解している。 

□ 専門領域に隣接する諸科学の知識を有している。 

□ ホリスティックな視点から生活する人間を理解して

いる。 

□ 人々の健康を支援するために必要な看護の専門知

識を有している。 

□ 専門領域に隣接する諸科学の知識を有している。 

思
考
・判
断
・表
現 

DP3 

□ 人間・社会の諸問題を専門的知識に基づいて論理

的に思考することができる。 

□ 人間・社会の諸問題に関する資料を収集・考察し、

結論を見いだすことができる。 

□ 対象が抱えている健康問題や課題の本質を多角的

視点から思考・判断できる。 

□ 社会の諸問題に対し、資料を収集・考察し、結論を

見いだすことができる。 

□ 人間が本来持っている潜在的な力を引き出すため

の基礎的看護ケアを選択できる。 

□ 看護の専門的視点で関連する諸問題を統合し、適

切な看護を選択できる。 

DP4 

□ 専門的知識に基づいて、自らの考えを適切に他者

に説明することができる。 

□ 他者の意見を受け入れる柔軟な思考をもち、自己と

他者の相違点を把握した上で、論点となる考えにつ

いて自己の意見を述べることができる。 

関
心
・意
欲
・態
度 

DP5 

□ 自ら問いを立て自己の判断を発表するに至るまで、

主体的に活動することができる。 

□ 人間・社会に関する諸問題を主体的かつ意欲的に

探求することができる。 

□ 学びの過程で生じる疑問に対し、解決のための主

体的な行動がとれる。 

□ 他者に対する深い思いと関心をもち、よりよい人間

関係を構築するための態度を示すことができる。 

□ 対象の健康問題や課題選択のために、多職種と協

働・連携する意欲と態度を示すことができる。 

DP6 

□ 問題解決に関わる専門的スキルを社会に活かすこ

とができる。 

□ 看護の役割を自覚し、人々の健康に関する諸課題

を探求することができる。 

技
能 

DP7 

□ 国際化する現代社会に対応できるように外国語を

用いて、基礎的なコミュニケーションを行うことがで

きる。 

□ 異文化の人々と基礎的なコミュニケーションができ

る。 

DP8 

□ 現代の情報化社会に対応できるような基礎的な情

報リテラシーを身につけている。 

□ 時代の変化にあわせた情報リテラシーを活用でき

る。 

DP9 
□ 福祉社会に必要な、自らの健康を維持し高める基

礎技能を身につけている。 

□ 自らの健康を維持するための基礎的技能を身につ

けている。 

DP10 

□ 人間・社会の諸問題に対する検討手法を身につけ

ている。 

□ 人間・社会の諸問題に対応するための専門的スキ

ルを身につけている。 

□ あらゆる健康レベルにある対象に対し、看護の専

門技術を用いて、安全で適切な看護が提供できる 

 


